
３Ｒ推進月間における主要行事等のご案内

１．全国

・環境にやさしい買い物キャンペーン

マイバッグを持参する、過剰包装を避ける、詰め替え商

品を選ぶ等の行動がごみの減量化につながるように、日常

の買い物と環境問題は密接に関係しています。

このため、環境に配慮した生活･経済活動の促進を目的と

して、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）月間の

１０月に、経済産業省、環境省、３Ｒ活動推進フォーラム

と全国の都道府県が共同で「環境にやさしい買い物キャン

ペーン」を実施し、「買い物」における３Ｒ行動の実践を呼

びかけます。

また、流通事業者・小売事業者からも、環境に配慮した商品

の購入、簡易包装による購入、マイバッグの持参等の呼びかけ

が行われます。

・主催者等 経済産業省、環境省、３Ｒ活動推進フォーラム、各都道府県

・実施期間 平成２２年１０月１日（金）～１０月３１日（日）

・参 加 者 各都道府県、流通業者等

＜ご参考＞

＊キャンペーンの詳細、ポスター等はこちらから（環境省ＨＰ）

http://www.env.go.jp/recycle/circul/3r_gekkan/

・３Ｒ推進月間キャンペーン「アルミイベント缶プレゼント」

毎年この時期に一般の人を対象にキャンペーンを行い、以下の点でアルミ缶が優れている

ことをアピールし、同時に３Ｒの重要性を認識していただいています。①アルミ缶は「リ

サイクル率（回収化率、再資源化率）が高く、②他の飲料容器（スチール缶、ガラスびん、

ペットボトル）に比し回収にかかる費用負担がいちばん少なく、③飲料容器として優れて

おり（耐食性、熱伝導性が良く無味無臭である）、④リサイクルすることによりエネルギー

が節約される（回収されたアルミ缶から再生地金をつくるエネルギーは、原料のボーキサ

イトからまったく新しい地金を作る時のエネルギーのわずか 3%で済む）。

・開催日時 １０月１日（金）～１０月３１日（日）

・会場 インターネットＨＰ上に掲載

・申込方法 官製葉書にて申込み

・主催者等 社団法人日本アルミニウム協会 アルミ缶委員会

＜問い合わせ＞（社）日本アルミニウム協会 アルミ缶委員会事務局 上田 健次

電話：03-3538-0221

E-mail: k-ueda@alkyo.jp

＜ご参考＞ 社団法人日本アルミニウム協会のＨＰ

http://www.aluminum.or.jp/

＜別添資料＞



１．北海道地方

・容器包装の簡素化を考えるシンポジウム

札幌市リサイクルプラザ宮の沢、北海道容器包装の簡素化を進める連絡会は、「パッケ

ージの進化：簡素化」をテーマにシンポジウムを開催致します。

・開催日時 平成２２年１０月６日（水）１３：３０ ～１６：３０

・会 場 ちえりあ（札幌市生涯学習センター）６階講堂

（札幌市西区宮の沢 1条 1丁目 1-10）

・入 場 料 無料

・内 容 基調講演「容器包装簡素化の意味と世界の動き」

上山 静一氏（グリーン購入ネットワーク代表理事）

①事例発表「容器包装の簡素化に向けた取組み」

（発表者：花王ｶｽﾀﾏｰﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ（株）、アサヒビール(株)、

日本ハム北海道販売(株)）

②質疑応答・意見交換

（パネラー：コープさっぽろ、（社）札幌市消費者協会 ほか）

・主 催 者 札幌市リサイクルプラザ宮の沢、北海道容器包装の簡素化を進める

連絡会

＜参加申込み（１０／５まで）・問い合わせ＞

札幌市リサイクルプラザ宮の沢

FAX：０１１（６７１）４１５３

E-mail：ishiduka@sapporo530.or.jp

・３Ｒ推進北海道大会２０１０

環境省北海道地方環境事務所、北海道経済産業局等は「マイボトル・マイカップではじ

めるエコライフ」をテーマに「３Ｒ推進北海道大会２０１０」を開催致します。

・開催日時 平成２２年１０月１７日（日）１０：００～１６：００

・会 場 サッポロファクトリー（アトリウム・ファクトリールーム）

（札幌市中央区北２条東４丁目）

・入 場 料 無料

・内 容 ３Ｒを軸とした講演会、３Ｒ関連展示、イベント等の実施

① 講演会

・北海道ゼロ・エミ大賞表彰式、

・基調講演「マイボトル・マイカップが使いやすい社会づくりについて

の取り組み」

ペオ・エクベリ氏（環境ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・ｴｺﾗｲﾌｽﾀｲﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

・事例発表

・トークセッション

②３Ｒ展示・体験コーナー＆クイズラリー

・３Ｒ関連製品・パネルの展示、オリジナルタンブラーシート・マイボ

トルケースの制作体験 等

③３Ｒカフェ＆３Ｒわくわく講座



・主 催 者 北海道地方環境事務所

・後 援 等 北海道経済産業局 農林水産省北海道農政事務所 北海道 札幌市

・協 力 ３Ｒ活動推進フォーラム

＜講演会申込み（１０／１５まで）・問い合わせ＞

株式会社セレスポ

電 話：０１１（８２１）１８１０ ＦＡＸ：０１１（８２１）１８１１

E-mail：kankyou＠cerespo.co.jp

２．東北地方

・環境ビジネス・アライアンスマッチングセミナー

環境ビジネスを展開している近畿地域・中国地域・沖縄地域の中堅・中小企業と、東北

地域の企業が「Win & Win 連携」を目指した新たなビジネスモデル形成のためのアライアン

スマッチングセミナー（事業プレゼンテーション）を開催いたします。

・日時 平成２２年１０月１４日（木） １４：００～１６：３０

１０月１５日（金） １３：００～１５：３０

・会場 夢メッセみやぎ 会議棟 ２階会議室 （宮城県仙台市宮城野区港 3丁目 1-7）

・定員 各６０名（参加無料）

・主催 環境ビジネス交流フォーラム

・「ＴＯＨＯＫＵものづくりコリドー」& 東北経済産業局

・「関西エコプロダクツ・フォーラム」 & 近畿経済産業局

・「ちゅうごく循環・環境型社会形成プロジェクト」& 中国経済産業局

・「ＯＫＩＮＡＷＡ型産業振興プロジェクト」& 内閣府 沖縄総合事務局

＜問い合わせ＞

経済産業省 東北経済産業局 資源エネルギー環境部 循環型産業振興課

電 話：０２２-２２１-４９３０ ＦＡＸ：０２２-２１３-０７５７



・エコプロダクツ東北２０１０

東北最大級の環境展示会 「エコプロダクツ東北２０１０」では、環境配慮製品・サー

ビス、３Ｒや環境ソリューション情報等に関する企業・団体の展示、小中学生を対象にし

た環境科学教室、各種セミナーの開催など、様々なイベントが行われます。東北経済産業

局でも出展ブースを設けて３Ｒ情報等の発信を行う他、併催セミナーを開催いたします。

・日程 平成２２年１０月１４日（木）～１６日（土）

・会場 夢メッセみやぎ（宮城県仙台市宮城野区港 3丁目 1-7）

・主催 NPO 法人環境会議所東北

・協賛 (社)産業環境管理協会、エコプロダクツ２０１０、（財）みやぎ産業交流セン

ター、 (独)産業技術総合研究所東北センター

・後援 東北経済産業局 他

＜問い合わせ＞

ＮＰＯ法人環境会議所東北 電話：０２２－２１８－０７６１

＜ご参考＞

「エコプロダクツ東北２０１０」オフィシャル ＨＰ

http://www.e-products.jp/2010/

・東北地域環境ビジネス研究会「環境経営ツール等を活用した現場力の向上セミナー」

地域のものづくり企業が新たな産業への進出や取引拡大を進めるために、現場力の向上

が期待され省エネ・省資源化にもつながるＭＦＣＡやＴＰＭの改善ツールについて、導入

メリットやデメリット等を考慮しながら、より効果的な手法を検討・選択できるセミナー

を開催いたします。

・日時 平成２２年１０月２１日（木） １３：００～１６：４０

・会場 いわて共済ビル 大ホール （岩手県盛岡市中央通三丁目４－３）

・定員 １２０名（参加無料）

・主催 東北経済産業局

・後援 独立行政法人中小企業基盤整備機構（予定） ほか

＜問い合わせ＞

（株）リサイクルワン（東北経済産業局事業委託先） 担当：菊地、永井

電話：０３－５７７４－０６００ ＦＡＸ：０３－５７７４－０６０１



３．関東地方

・紙リサイクルセミナー

紙リサイクル分野における循環型経済社会構築の一助にするため、専門家の方々から、

「グリーン購入法」「古紙業界における古紙品質向上の取組みについて（古紙商品化適格事

業所認定制度、古紙リサイクルアドバイザーについて）」「オフィス発生古紙の実態調査報

告」をご紹介させていただきます。

・開催日時 平成２２年９月３０日（木） １３：３０～１５：５５

・会 場 東京商工会議所国際会議場（東京都千代田区丸の内 3-2-2）

・講 演 「グリーン購入法」「古紙業界における古紙品質向上の取組みについて

（古紙商品化適格事業所認定制度、古紙リサイクルアドバイザーについ

て）」「オフィス発生古紙の実態調査報告」

・主催者等 財団法人古紙再生促進センター

＜参加申込み・問い合わせ＞

（財）古紙再生促進センター 企画調査課 電話：０３（３５３７）６８２２

＜ご 参 考＞

（財）古紙再生促進センターのＨＰ http://www.prpc.or.jp

・第３０回 木と暮らしのふれあい展

１０月８日は「木の日」です。毎年、これに合わせて、木や木材に関する様々な行事が全

国で行われます。「木と暮らしのふれあい展」では、ブルーベリーやシャクナゲの苗木プレ

ゼント、木の記念品プレゼント、木製品やシイタケなどの特産品の展示＆即売会、キャラ

クターショー、アルプホルンの演奏、チェンソーカービング、寸劇などが行われます。木

材は、再生産が可能で、乾燥した重量の半分が炭素で構成されています。

・開催日時 平成２２年１０月２日（土）～３日（日）10：00～16：00

・会 場 都立木場公園（北地区）イベント広場（江東区平野４丁目）

・申込方法 当日会場へお越しください。

・主催者等 東京都／(社）東京都木材団体連合会

＜問い合わせ＞ （社）東京都木材団体連合会 事務局長 隅谷壽夫

℡03-5569-2211

E-mail：tomokuren@nifty.com

URL：http://homepage3.nifty.com/tomokuren/



・新潟市環境フェア

市民の環境問題に関する認識を触発し，環境保全意識のさらなる向上を目的として、

地球温暖化防止の普及・啓発をテーマにブース・ポスターによる啓発、親子リサイク

ル工作教室、環境クイズなど様々な催しを行います。

・開催日時 平成２２年１０月３日（日）９：３０～１６：００

・会 場 新潟市・万代シティ通り （新潟市中央区万代１-６-１）

・主催者等 新潟市、にいがた市民環境会議、新潟地区環境保全連絡協議会、

新潟市地球温暖化対策地域推進協議会

・後 援 経済産業省関東経済産業局 ほか

＜問い合わせ＞ 新潟市環境部環境政策課 電話：０２５－２２６－１３６３

・２０１０東京国際包装展 （ＴＯＫＹＯ ＰＡＣＫ ２０１０）

２０１０日本パッケージングコンテスト

本展は、包装関係の主要メーカー・コンバーター500 社以上が集結し、生産・包装・物流

に至る包装ラインのすべてが網羅された、アジア最大級のパッケージ総合展示会です。最

新の包装資材、包装機械等が一堂に展示されるほか、環境保護、省資源、リサイクルなど

に配慮して開発された包装製品も多数紹介されます。

・開催日時 平成２２年１０月５日（火）～８日（金）１０：００～１７：００

・会 場 東京ビッグサイト 東ホール全館

・申込方法 ホームページ（http://www.tokyo-pack.jp）より事前登録

・主催者等 社団法人日本包装技術協会

・後 援 経済産業省 ほか

※２０１０日本パッケージングコンテスト表彰式

・開催日時 平成２２年１０月７日（木）１４：００～１５：３０

・会 場 東京ビッグサイト会議棟１階 レセプションホールＡ

＜問い合わせ＞ （社）日本包装技術協会内 ２０１０東京国際包装展事務局

℡０３－３５４３－１１８９

E-mail：t-pack@jpi.or.jp

URL：http://www.tokyo-pack.jp



・３Ｒ普及推進ロビー出展

３Ｒに対する理解と協力を求めるために、経済産業省本省ロビーにて、３Ｒ関連の取組

等についてのパネル等の展示を行います。

・開催期日 平成２２年１０月２５日（月）～１０月２９日（金）

・会 場 経済産業省 本館１Ｆロビー（東京都千代田区霞が関 1-3-1）

・主催者等 経済産業省産業技術環境局リサイクル推進課

＜問い合わせ＞

経済産業省産業技術環境局リサイクル推進課

電話：０３－３５０１－４９７８

・平成２２年度 資源循環技術・システム表彰式、３Ｒ先進事例発表会

本表彰式は３Ｒに資する優れた事業や取り組みを広く募集し表彰することにより、その

奨励・普及を図ることで循環ビジネスを振興することを目的としたものです。

また、本表彰式の前後に「３Ｒ先進事例発表会」を実施します。本発表会では、最先端の

３Ｒ技術の研究開発に携わっている企業や大学等の研究者の方々から最新の成果をご紹介

いただきます。

・開催日時 平成２２年１０月１９日（火） １０：００～１６：３０

（資源循環技術・システム表彰式は１３：１５～１４：０５）

・会 場 科学技術館サイエンスホール（東京都千代田区北の丸公園 2-1）

・参 加 費 参加費１，０００円

（当センター賛助会員、資源循環技術・システム表彰関係者、学生は無料）

・主催者等 （財）クリーン・ジャパン・センター

・後 援 経済産業省

＜参加申込み＞

当センターホームページからメールでお申し込み下さい。（財）クリーン・ジャパ

ン・センターのＨＰ http://www.cjc.or.jp/

＜問い合わせ＞

研究業務部 塩田 恭

電 話：０３－６２２９－１０３１

E-mail：shiota@cjc.or.jp



・リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰式

３Ｒの推進に貢献している個人、グループ、学校及び特に貢献の認められる事業所等を表

彰します。

・開催日時 平成２２年１０月２６日（火） 表彰式 １４：００～１５：３０

・会 場 東海大学校友会館 阿蘇・朝日の間

（東京都千代田区 3丁目 2－5 霞ヶ関ビル３５階）

・表彰内容 内閣総理大臣賞、関係省大臣賞、リデュース・リユース・リサイクル推

進協議会会長賞

・主催者等 リデュース・リユース・リサイクル推進協議会

・後 援 経済産業省 ほか

＜問い合わせ＞

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会事務局

電 話：０３（６２２９）１０３１

＜ご 参 考＞

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会のＨＰ http://www.cjc.or.jp/

（（財）クリーン・ジャパン・センターのＨＰからご確認下さい）

・第５回容器包装３Ｒ推進フォーラム in さいたま

｢よりよい容器包装リサイクル制度を目指して｣をテーマに、これからの容器包装３Ｒの

取組や主体間連携のあり方についての基調講演、主催者からの活動報告、各省庁からの容

器包装３Ｒ政策の最新動向についての講演等を予定しております。

見学会では缶・びん・ペットボトル、食品包装プラスチック類の中間処理施設や容器包

装プラスチックとプラスチック類（一括回収）の選別工程を見学する予定です。

・開催日時 平成２２年１０月２５日（月）

１０：００～１７：００（基調講演・分科会）

平成２２年１０月２６日（火）

８：１５～１３：００（見学会）

・会 場 ２５日会場：埼玉会館

（さいたま市浦和区高砂３－１－４）

２６日見学先：（さいたま市）東部リサイクルセンター

（志木地区衛生組合）利彩館

・主催者等 ３Ｒ推進団体連絡会

・後 援 経済産業省 ほか

・申込方法 ＨＰ（http://www.dynax-eco.com/3rforum/entry.html）

に掲載の申込フォーマット より

＜問い合わせ＞ 容器包装３Ｒ推進フォーラム事務局

電話：０３－ ３５８０－８２２１

＜ご参考＞ ガラスびんリサイクル促進協議会ＨＰ

http://www.glass-recycle-as.gr.jp/



・第２回ＰＥＴボトルリサイクルシンポジウム

使用済みＰＥＴボトルリサイクルについて、一般消費者や市民団体の方々、さらには市

町村関係者の皆様とのコミュニケーションを通じて、広くご理解していただき、貴重な資

源としての国内循環の見直し、リサイクルシステムの安定化を目指すことを目的にシンポ

ジウムを開催します。

・開催日時 平成２２年１０月２９日（金）

１４：００～１７：００（基調講演・分科会）

・会 場 東京国際交流館３Ｆ 国際交流会議場

（東京都江東区青梅２丁目２番１号）

・主催者等 ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会、公益財団法人日本容器包装リサイ

クル協会、廃ＰＥＴボトル再商品化協議会

・後 援 経済産業省 ほか

＜問い合わせ＞ 公益財団法人日本容器包装リサイクル協会ＰＥＴ事業部

電話：０３－５５３２－８６９１

４．中部地方

・３Ｒ普及推進ロビー出展

１０月は「３Ｒ推進月間」のため、職員・来局者を対象に、３Ｒ推進に対する理解と協

力を求めるために、３Ｒ関連の取組等についてのパネル等の展示を行います。

・開催期日 平成２２年１０月１日（金）～１０月７日（水）

・会 場 経済産業省 中部経済産業局 １Ｆロビー（名古屋市中区三の丸 2-5-2）

・主催者等 経済産業省 中部経済産業局

＜問い合わせ＞

中部経済産業局 資源エネルギー環境部 環境・リサイクル課

電話：０５２－９５１－２７６８ ＦＡＸ：０５２－９５１－２５６８

・とやま環境フェア２０１０

「水と緑に恵まれた快適な環境をめざして ～エコライフ ホップ、ステップ、ジャン

プ～」をテーマに開催されます。

・開催日時 平成２２年１０月３０日（土） １０：００～１７：００

平成２２年１０月３１日（日） １０：００～１６：００

・会 場 富山県産業創造センター（高岡テクノドーム）（富山県高岡市二塚 322-5）

・主催者等 とやま環境フェア開催委員会

・後 援 経済産業省中部経済産業局 ほか

＜問い合わせ＞

（財）とやま環境財団 電話：０７６－４３１－４６０７



５．近畿地方

・びわ湖環境ビジネスメッセ

びわ湖環境ビジネスメッセは、環境負荷を低減する製品・技術・サービス等を対象とし

た商談・取引と情報発信・交流の場となる国内最大級の環境産業総合見本市として、今年

で１３回目の開催となります。

本メッセには、近畿経済産業局が推進している関西エコプロダクツ・フォーラム事業の

一環として特設ゾーンを設け、環境に配慮した製品等の展示や環境経営手法のセミナー

やワークショップ、環境ビジネス交流促進のためのプレゼンテーションブースなどを設

けます。

・開催日時 平成２２年１０月２０日（水）～２２日（金）

１０：００～１７：００（最終日は１６：００まで）

・会 場 滋賀県立長浜ドーム（滋賀県長浜市田村町 1320）

・入 場 料 無料

・主 催 者 滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会

・後 援 経済産業省、環境省、近畿経済産業局、近畿地方環境事務所、他

＜問い合わせ＞

滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会

電話：０７７（５２８）３７９３ ＦＡＸ：０７７（５２８）４８７６

http://www.biwako-messe.com/

＜ご参考＞

関西エコプロダクツ・フォーラム：

http://www.npo-rsc.org/cluster/green_cluster_01.htm

・プラスチック製容器包装の二分別実験

市町村が分別収集しているプラスチック製容器包装には、食品残渣、紙、アルミなどの

異物や、汚れのひどいプラスチック製容器包装が含まれていることが多く、リサイクルの

効率を下げる原因になっています。そこで、より質の高いリサイクルの実施に向けた調査

の一環として、プラスチック製容器包装を２つに分別して収集する実験を京都市において

モデル的に実施します。

・実施日時 平成２２年１０月中旬から下旬

・対象地域 京都市右京区内の約１５０世帯

・内 容 プラスチック製容器包装を以下の２種類に分けて排出していただき、組

成、リサイクル適正を分析します

１．ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）樹脂製及びＰＳ（ポリスチ

レン）製のパック、発泡トレイ及び発泡スチロール

２．１．以外のプラスチック製容器包装

・主 催 者 経済産業省

＜問い合わせ＞

経済産業省産業技術環境局リサイクル推進課

電話：０３（３５０１）４９７８



６．四国地方

・愛媛の３R企業展

環境ビジネスの振興を図るため、愛媛県資源循環優良モデル認定事業で認定した優良リ

サイクル製品や循環型事業所等の取組を県民、企業等にアピールするための展示会を開催

し、リサイクル製品等の販路拡大を図るとともに、企業間相互の交流や情報交換を通じた

環境ビジネスの活性化やネットワーク構築を図ることを目的に開催されます。

・開催日時 平成２２年１０月１６日（土） １０：００～１７：００

平成２２年１０月１７日（日） ９：００～１６：００

・会 場 エミフル MASAKI エミフルコート、エミフルホール外

・主催者等 愛媛県（県民環境部環境局循環型社会推進課）

・後 援 四国経済産業局ほか

＜問い合わせ＞

愛媛県県民環境部環境局循環型社会推進課 電話：０８９－９１２－２３６０

・２０１０建設リサイクル技術発表会・技術展示会

建設リサイクルの更なる普及と促進にむけて、関係者（工事発注者、建設工事施工者等）

の意識啓発と建設リサイクルの推進に有用な技術情報等の周知・伝達、技術開発の促進及

び一般社会に向けての建設リサイクル活動の取り組み等のＰＲを目的として技術発表会・

技術展示会を開催します。

○特別講演「建設リサイクルと循環型社会」 香川高等専門学校長嘉門雅史氏

○技術発表会７議題

・開催日時 平成２２年１０月２０日（水）

技術発表会１３：００～１７：２０

技術展示会１０：００～１７：００

・会 場 サンポートホール高松（高松市文化芸術ホール）第１小ホール

・主催者等 建設副産物リサイクル広報推進会議

・申込方法 ホームページ

（http://www.suishinkaigi.jp/activity/public/technology/index.html）

より参加申込書をダウンロードし、ＦＡＸで 10月 13 日（水）までに申込み

＜問い合わせ＞ 財団法人 先端建設技術センター 企画部 秋田 輝和

電 話：０３-３９４２-３９９１

E-mail：kensetu-fukusan@actec.or.jp

ＵＲＬ：http://www.suishinkaigi.jp/index.html



・平成２２年度３Ｒ推進四国地方大会

健康的でエコロジカルな、人にも地球にも優しい暮らしについて、自らのライフスタイ

ルを見直す機会を提供することを通じて、「もったいない」の心を踏まえたごみの減量化・

リユース・リサイクルなど「３Ｒ」の推進はもとより、地球温暖化や新エネルギーなどの

地球環境を考えた、安全・安心なライフスタイルに関する理解を深め、循環型社会の実現

に向けた取組を推進することを目的に開催されます。

・開催日時 平成２２年１０月２３日（土）・２４日（日）各１０：００～１６：００

・会 場 ひろめ市場（高知県高知市帯屋町２－３－１）

・主 催 者 中国四国地方環境事務所 高松事務所

・後 援 四国経済産業局ほか

＜問い合わせ＞

中国四国地方環境事務所 高松事務所 電話：０８７－８１１－７２４０

７．九州地方

・平成２２年度 マイバックキャンペーン

大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済システムや生活様式を見直し、買い物袋を

持参するという具体的な行動を通して、容器包装廃棄物の排出を抑制するとともに、県民

の意識高揚を図る。

特に１０月を「買い物袋持参運動（マイバックキャンペーン）」の強化月間とし、九州７

県共同による「九州統一マイバックキャンペーン」事業を実施します。

・開催日時 平成２２年１０月１日（金）～３１日（日）

・主 催 者 ごみと資源を考える福岡県民会議

＜問い合わせ＞

福岡県循環型社会推進課企画係 電話：０９２－６４３－３３７１

・エコテクノ２０１０

“ものづくり”に積極的に取り組む中小企業が、自ら培った技術力による優秀な開発製

品や新製品、技術を一堂に展示実演することによって、新たな販路開拓や需要創造のビジ

ネスを促進することを目的に開催されます。

・開催日時 平成２２年１０月１３日（水）～１５日（金）各１０：００～１７：００

・会 場 西日本総合展示場 新館（北九州市小倉北区浅野３－８－１）

・主 催 者 北九州市、（財）西日本産業貿易コンベンション協会

・後 援 九州経済産業局ほか

＜問い合わせ＞

（財）西日本産業貿易コンベンション協会 電話：０９３－５１１－６８００

来場登録・セミナー申込ＨＰ：http://www.eco-t.net/



・九州環境ビジネス大賞表彰式、発表会

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）では、環境・エネルギーに配

慮した企業の優れた製品・サービスを表彰しています。その表彰式及び受賞企業の発表会

を開催します。

・開催日時 平成２２年１０月１５日（金）１３：３０～

・会 場 西日本総合展示場 新館（北九州市小倉北区浅野３－８－１）

・主 催 者 九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）

＜問い合わせ＞

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ－ＲＩＰ）

電話：０９２－４７４－００４２

ＵＲＬ：http://www.k-rip.gr.jp/

８．沖縄地方

・家電リサイクル法啓発パネル展

一般市民を対象に家電リサイクル法の理解を深めることを目的として開催します。

法概要やリサイクル率の向上状況及び家電メーカー等の取組等をパネル等で紹介し、廃

家電リサイクルの重要性を啓発します。

また、エコポイント制度の影響や地上デジタル化放送対応におけるＴＶの買換えによる

廃家電の不法投棄防止の理解と協力を求めることも目的としています。

・開催日時 平成２２年１０月１日（金）～８日（金）

９：００～１７：００（土日は除く）

・会 場 那覇第二地方合同庁舎２号館 １階「行政情報プラザ」

（那覇市おもろまち２－１－１）

・入 場 料 無料

・主 催 者 内閣府沖縄総合事務局経済産業部

＜問い合わせ＞

沖縄総合事務局経済産業部環境資源課

電話：０９８－８６６－１７５７


